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研究成果概要 
乗鞍岳において，高木限界の形成に影響する種間競争と冬季の強風による撹乱の影響を

解析した．乗鞍岳では高木種のオオシラビソとダケカンバが高木限界付近(標高 2500 m)
で矮性低木種のハイマツに置換する．乗鞍岳の高木限界付近(標高 2350~2600 m)に 3 年

前に設置された多数の10×10 mプロットにおいて，3種の幹周囲長を再測定することで，

成長率や死亡率に対する標高と種間，種内競争の影響を調べた．オオシラビソの幹直径

の成長率は高い標高ほど増加し，そして種内競争によって成長率は減少していた．ダケ

カンバの成長率には種間，種内競争の競争効果は検出されなかった．また，高木種 2 種

の成長は周囲にハイマツが多いほど増加していたが，ハイマツの多い場所は高木種の少

ない疎林のため，光資源を獲得しやすいためと推察された．ハイマツは高い標高ほど成

長率が高く，そして高木種との種間競争の影響によって成長率が減少していた．3 種の成

長率は高い標高ほど減少していなかったため，乗鞍岳での気温の低下が高木限界を形成

する至近要因ではないことが分かった．一方，オオシラビソの物理的なダメージと死亡

率は高い標高で増加したため，高木種の分布には撹乱による物理的なダメージが重要と

考えられた．ハイマツは高木種との競争によって成長が減少していため，ハイマツは高

木種との競争に弱いと考えられる．ハイマツは冬季の積雪によって撹乱の影響をほとん

ど受けない．よって，高木限界よりも低標高では高木種との競争がハイマツの分布を制

限するが，高木種が撹乱によって分布できない高い標高にハイマツの分布が制限される

と推察された．したがって，大面積の調査区での再測定による個体群動態の解析から，

撹乱と種間競争が高木限界の形成に重要であることを本研究では示すことができた． 
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